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ＡＪＵ  ラルシュ・かなの家  低料第三種郵便認可  2017/6/20 

今回は、ピアノに料理に歌にスキーに…たくさんの趣味をもつ生子大輔さんです。 

「かなの家インタビュー」～生子 大輔さん～ 

現在は「こころ」にて生活して

います。「まどい」では、毎日西ケ

谷総合運動場でのマラソンを欠か

さずやっています。 

最近の生子さんの様子を聞いてみました！ 

 

Q「こころ」での生活は慣れましたか？ 

生子さん「うん…」 

江川さん「生子さんとは仲良くやってるよ」 

※昨年までかなのすまい「いぶき」に住んでいま

したが、建て替えのため「こころ」に引っ越し

をしました。 

今は、江川さん、野村さん、若本さんの 4 人の

なかまと暮らしています。 

Q 最近なにかありましたか？ 

生子さん「長崎行った。コーヒー飲んだ」 

 ※最近、家に帰ったときに修学旅行で行った長崎の

ビデオを見たようで、思い出していたようです。 

 

 「かなの家に行きたいッ」「明日はかなに行こうね」と、週末の自宅での合言葉。かなの家は息子大輔にとり安らぎの

住まいとなっているようです。言葉による意思の伝達力も増えています、併せて感情のコントロールが上手くできると良

いのですが。 周囲の人に助けていただきながら楽しくすごしてね。 

（ご両親からコメントをいただきました。 ・・大輔さんの週末はご両親の家で過ごします。） 
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冬に家族でスキーに行ったと

きの一枚。スキーが好きで毎年行

っているそうです。他にもピアノ

を弾いたり、料理をしたり、歌が

好きだったり…多趣味なんです。 

 



11年前のマイクさんの手紙 

 

事務所の書類を整理していたら、2006年 5月のマイクさんの手紙を見つけました。マイクさんは国際ラ

ルシュから派遣され、ラルシュかなの家の成長を共に歩む役割を持った人でした。 

その手紙が書かれたのは今から 11 年前、ラルシュかなの家は変化のときで、かなの家を創ってきたアシ

スタントは大きな課題に直面していました。課題を乗り越えるために、創立アシスタント達はお互いに傷を

負いました。  

コミュニティが壊れそうになっても、歩んでいこうとするラルシュかなの家に、マイクさんは「私にとっ

て、かなの家は個人的な苦しみにもかかわらず、穏やかに互いの弱さを表すことによって、新しい生き方へ

と呼ばれている生活であり、また人間の弱さ、傷の、意味を思い起こしました」と手紙に書きました。 

コミュニティリーダーの役割のひとつに、コミュニティの暗い部分に名前をつけると、ラルシュの研修で

教わりました。かなの家に来てくれたお客さんが 「光は

眩しすぎて見られないから、影を見ることで光源を知る

ことができる」 そして 「光が強ければ、影も濃くなる」 

と説明を受け、コミュニティ生活での影、暗い部分を見る

ことが、かなの家の大切なことを知るために必要なこと

と感じています。 

11 年前のアシスタントの関係には濃い影がありまし

た。その難しさを見て、早く問題を解決し、和解して見本となるような、理想のコミュニティを作ってほし

いという思いが私の中にありました。 

しかし、マイクさんの手紙を読み返し、強くて何でもできると思っていたアシスタントたちが、砕かれた

ままでいる。そのことに実は意味があるのではと思い始めています。 

2015年に、大沢仁さんの還暦をかなの家で祝うことができました。仁さんは踊りがうまく、関わりを大

事にする人です。話している内容が分かりづらく辛い思いもしていますが、それでもつながろうとする人で

す。 

 仁さんの還暦祝いには、離れてしまった創立アシスタントが集まりました。仁さんの踊りと、つながりへ

の渇きが、一致の源になりました。ラルシュから学ぶことは、弱さをとおして、迎えること、祝うこと、ゆる

すことを、知的障がいのある「なかま」がモデルとなり、それを見習っていこうとする姿勢です。 

私自身の影、弱いところ、無力なところ、無能なところは隠したくなり、ラルシュかなの家が安全で安定

し、問題のない運営をしているようになってほしいと思います。しかし、現実は、社会福祉法が変わること

への対応、経営面、アシスタント不足、さまざまな変化に合わせていけない不安定のなかにいます。胃酸過

多で胸焼けするときもあります。そして、たくさんの方に助けをお願いし依存していますが、どうぞこれか

らもご支援ご協力お願いいたします。  

 

来年の 1月に、田浦実さんが還暦を迎えます。な

かまとしての創立者である実さんは約 40 年間ラ

ルシュかなの家を支えてきました。ラルシュかなの

家の全体会で、実さんの人生を振り返り、お祝いを

する予定です。このお祝いが一致のときとなるよう

にお祈りください。 

 

 （言・げん） 

©かなの家 いしわりともたか 

35年前の実さん（真ん中に立っている） 

、前列で立っている少年は言さん。 

現在の実さん 
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２０１7年 ラルシュ・リトリートのご案内 

 

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

講師       ナディーン・トカ 

（ホンデュラスのラルシュ・創立者、 現在フランスのラルシュで生活） 

フランス語の通訳あり 

日時       2017年9月23日（土）～9月26日（火） ３泊４日 

場所       神奈川県丹沢 

参加費     ２８，０００円 

申込締切    ８月３１日（木） 

お問い合     ラルシュかなの家（リトリート運営チーム） 

わせ先      ｔel   054-206-0830  fax 054-294-8070  

email   larchekana@s9.dion.ne.jp 

私たちの人生は、一つの神秘、つまり弱さから弱さへと――小さな赤ちゃ

んの弱さから人の弱さへと――成長することです。私たちは生涯、疲労や

病気、事故に見舞われます。私たちはみな、根本的に弱い存在なのです。     

（ジャン・バニエ『人間になる』56ページ） 

 

私はかなの家に来るまでの人生の中で幾度となく強くなりたいと願ってきました。 

しかし、かなの家でなかまたちと共にいると、私たちはそれぞれが弱さを持っていて、本質的に弱い 

存在なのだろうなあと思います。                      （平石・ひらいし） 

香織さんからの手紙 

大学の卒業式を目前とした 2012 年の 2月に、かなの家に 

やって来ました。それから 4 年 3 ヶ月の間、家庭のアシスタント 

として共同生活を送りました。 

共に過ごしてきた仲間・アシスタントとの離別、突然いぶき

の家の責任者になったこと、ラルシュ 50周年行事で渡仏し、

無力さに打ちひしがれたこと……他にも数え切れない、どの出

来事が欠けても、今の私はいないと確信しています。自分は無

価値な人間だという思い込みから、私を解放してくれました。 

 

これから、横井圭介さんと新しい家庭を作っていきます。 

かなの家ファミリーの「親戚」として、引き続き、よろしくお

願いします！ 

横井 香織（旧姓 政島） 

 

本年 6月 3日  お二人の思い出の場所。

上智大学内のクルトゥルハイムで挙式され

ました。 沢山のお友達、ご家族、そして

かなの家のメンバーが祝福しました。  

おめでとう！！！ 

mailto:larchekana@s9.dion.ne.jp
http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20150330155207ef9.jpg/


＜ご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

4 月 28 日、「いぶき」の感謝の会（さよならパーティ）が行われました。約 20 年なかま・アシスタ

ント・お客さんとの生活の場であり、

たくさんの思い出がここで作られ

ました。今までの歴史に感謝すると

ともに、未来へ踏み出す第一歩とな

りました。新しい「いぶき」でもた

くさんの思い出が作られていくで

しょう。 

 

（1997年いぶきの創立時） 

 

新しい「いぶき」と書きましたが、予算を組んだ段階で、あと

200 万円を皆様から寄せて頂くご寄附でまかなう事を想定し

ています。しかしながら、下記の通り昨年の建設用にいただい

たご寄附の合計は 150万円弱であり、この事を考えるとかなり

厳しいというのが実情です。 

                

競争や効率が優先され、人間らしさが失われる現代にあって、かなの家はこれからも仲間の賜物を伝え、

人間らしい社会を作っていくために歩み続けます。 

皆様のご厚意は私たちにとって大きな力となります。変わらぬご支援をなにとぞよろしくお願いし申し

上げます。 

 

【会計報告】                        

2016年度寄附収入 4,606,550円  

うち建設用 1,420,000円 

201７年度寄附収入  104,200円 （2017年 4月 1日～5月 23日現在） 

うち建設用 0円 

 

（お願い） 

この「かなの家便り」に付いている払込票は、石けん代金振込み用には使用する事が出来ません。 

石けんご注文の際に、代金振込み用の払込票をお付けしますので、そちらをお使い頂ければ幸いです                       

 

※皆様からお寄せいただくご寄附などは、税法上寄附控除の対象となります。 

 

（横井・よこい） 



2016 年 11月 29日からご寄付下さった方・献品して下さった方 

（2016 年 11 月 29 日～2017 年５月 2３日現在。敬称を略させていただきました） 

（個人の方）長野楽・きみゑ、浩二、佐々木洋子、中村好至惠、戸田洋子、村本宏美、小川裕子、田浦隆 

ジェフリー・メンセンディーク、飛田益美、小南好子、岡橋慶治、ベリオン・ルイ、藤三枝子、生子典男 

小野田眞吾、山森章二、佐藤ゆり、高井紀栄、朝岡知久、荒井直子、永岡啓、後藤光利、原田光、森山薫

寺西英夫、今林正子、武井陽一、松尾克美、藪中良彦、山田哲史、石原艶子、武井志津子、國分美知子 

増澤須美子、中島教子、松永修、小島敏夫、西脇艶子、古戸義雄・満智子、石津雅宏、岡田武夫、内海眞 

佐藤葉子、南川紀子、森田照子、長岡隆・檀、高倉櫻子、平野昭子、寺田淳子、石神衣子、金野由之 

水野寿美代、長谷部和夫、井川伸子、大宅一裕、及川幸子、佐藤千巻、黒田美恵、内藤恵子、伊藤海子 

酒井雅治、三輪玲子、御牧由子、長南輝雄、高塚恵里子、高橋伸幸、岩崎のぶ子、勝本正之、清水紀代子

徳永啓子、武井久子、唐澤祐一・恵理子、芳賀直哉、見平隆・侑實子、藤井隆典、瀧口淳、長谷部和夫 

前田茂己・洋子、神林真弓、Ｒ･ディーターズ、清水基、押野忍、鈴木あき子、岡橋慶治、大久保奈緒 

山本素子、猪俣暁子、割地容子、滝口文子、高塚幸子、佐藤裕一、御前ザビエル、辰馬仁、佐藤昭信 

平松恭子、助川暢、石原晶世、C・Ｍ・Ｐｕｒｓｅｒ、植山利彦、平岩美佐子、新井明子、津川怜子 

飯山幸子、石割隆、佐野和子、徳田有希子、鹿倉桃子、小嶋宏子、石井智恵美、村上文男、平石真理 

濱本義信・緑、西本洋子、杉崎恵美子、岡部保子、上田恒子、吉田公美子、真野祐子、久我純彦、 

田代和生、柳澤満貴子、加倉井規子、平栗彰、辻井隆司、道下ケイ子、松下俊子、竹内朋子、増井勝男 

亘理修、増田とき枝、内倉春子、小林まどか、神藤尋子、匿名１6 

 

（団体）愛徳幼稚園（垂水区）、愛と光の家、カトリック菊名教会、浜松聖書集会、幼きイエス会管区本

部、ドミニコ会聖ヨゼフ修道院、愛徳幼稚園（垂水）カルメル会修道院（下伊那）カトリック二俣川教会 

カトリック鍛冶ヶ谷教会、天使の聖母トラピスチヌ修道院、天使の聖母宣教修道女会、藤枝カトリック教

会、カトリック三田教会有志（西本様・濱口様・桧垣様）援助修道会・市谷修道院、カトリック徳田教会 

カトリック小田原教会、カトリック上田教会、栄光学園愛の運動委員会、カトリック三島教会 

イエスの小さい姉妹会（宮寺）、ヌヴェール愛徳修道会、優・友・優、カトリック山手教会 

聖心侍女修道会・五反田第一修道院、静岡英和女学院・宗教部 

 

 

献品 中村文子（飲料）海野和子（菓子・果実）静岡雙葉学園（備品）静岡青年会議所（果物） 

匿名 ２ 三輪直子（果物）小林敏好（果物）小川勝実（菓子）桝田勝子（菓子）中村泰正（菓子） 

佐藤昭信（食品）東地望・廉夫・裕子（菓子）千葉充（菓子）高塚恵理子（菓子）フン（韓国菓子） 

白石仁美（菓子）シャ・パンカージ（菓子）唐澤祐一（食品）中村吾郎（食品）岩間勉（食品） 

三重野きの江（菓子）寺戸淳子（菓子）カトリック小田原教会（菓子）澤田和夫（食品）生子典男（菓子） 

麻倉さち子（菓子）萱場千賀子（菓子）東美野子・西手友一（菓子）岩本藍美（菓子）杉山なつみ（食品）

田浦実（菓子）増井勝男（食品）海野裕子(菓子)枡田勝子（食品）川崎智之（食品）秋山さん（食品） 

島田恵子（菓子）ジョナス（菓子）水野寿美子（果物）堀さん（お菓子）関谷義樹（菓子）矢野綾都（菓

子）御牧由子（菓子）野村安一（菓子）斉藤えり子（食品）網倉守人（菓子）カトリック磐田教会フィリ

ピンコミュニティ（菓子）野村誠次（菓子）平栗彰（食品）井川信（菓子）田野博宣（菓子） 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、匿名希望の方がおられましたら、お手数ですが

どうぞご連絡下さいませ。 



                                             

かなせっけん注文書（最新版 ご注文はこの用紙をお使いください）  2015 年 11 月 20 日～ 
                   

                             

 

お 

客

様 

フリガナ  お客様番号  

お 名 前  
電話  

FAX  

ご 住 所 

〒 

  
e-mail (任意)： 

● お支払い方法・・ご注文時にご希望のお支払い方法に ☑ を入れてください。 

□ 郵 便 振 込 み  
商品同封の「払込取扱票」（口座番号 00820－8－153008）をお使い下さい。

お支払いは品物到着後 2 週間以内でお願いします。 

□ 代 金 引 換 商品お届け時の代引き手数料は 300 円（税抜）です。 

                  

 

kananoie.shop-pro.jp  ネットショップもご利用ください。  

●  洗濯用 価 格 数  ● ヘアケア用品など 価 格 数 

粉せっけん   無香料      ３kg  820 円   せっけんシャンプー      400ml 520 円  

〃     かおり      ３kg  840 円   〃        つめかえ  1000ml 1020 円  

〃     無香料      １kg   310 円   せっけん用リンス       400ml 520 円  

〃     かおり      １kg   320 円   〃      つめかえ 1000ml 1020 円  

〃         無香料     10kg  2430 円   ボディソープ        400ml 520 円  

〃       かおり    10kg  2530 円   〃         つめかえ 1000ml 1020 円  

  洗濯機クリーナー 520 円   ● 純正エッセンシャル・オイル    中央香料（株） 製造   

漂白剤（酸素系）         500ｇ 520 円   ラベンダーオイル         ５ml 800 円  

    ペパーミントオイル       ５ml 700 円  

●  洗面、入浴、小物洗いなど    ローズマリーオイル        ５ml 600 円  

固形せっけん「純」   ４コ入り 450 円      

〃          １コ入り 150 円   ●   キッチン用   

麦飯石（ﾊﾞｸﾊﾝｾｷ）石鹸 １コ入り 440 円   液体せっけん  ボトル   300ml 220 円  

ハ－ブせっけん 
    1 コ入り 

よもぎ 191 円   〃         つめかえ  600ml 320 円  

ラベンダー  〃   〃          徳用     ５㍑ 2000 円  

緑茶  〃   半固形せっけん 容器入   400ｇ  300 円  

オリ－ブせっけん 

    1 コ入り 

レバノン産 

オイル  含有 
 500 円  

 〃     つめかえ   400ｇ 270 円  

    

     ● 手作り、無添加、天然醸造  丸大豆（中国産）使用 

● 歯と歯茎の為のハミガキ  かなの家味噌       1ｋｇ 820 円  

デンシーハミガキ  
ラミネートチューブ入り  80ｇ 

なすび黒焼き(炭)配合 

 454 円  

   

 ●  薬用ナチュラルクリームなど 

 「望」クリーム・びわ配合 150ｇ  3500 円  

      マザーシロップ・自然      １kg 1800 円  

      マザーソルト・自然の塩   500ｇ 700 円  

● お茶のご注文欄       

商 品 名（品種など） 価 格 数  商 品 名（品種など） 価格  価 格 数 

初芽（やぶきた）      100ｇ 1300 円   ほうじ茶（秋冬番茶）   200ｇ 700 円  

かおり（さやまかおり）  100ｇ 1000 円   パウダー茶いぶき      50ｇ 500 円  

もえぎ（やぶきた）    100ｇ 800 円      

ひざし（ 〃一茶十二茶） 100ｇ 600 円   国産紅茶                 100ｇ 600 円  

番茶（秋冬番茶）     200ｇ 600 円   ※ 詳しい内容は裏面をご覧ください。 

        

●  お申し込み・お問い合わせ先      

〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田 534-3     かなせっけん発送所 

TEL 054-296-1116 FAX 054-296-6433   e-mail : madoi_wisdoｍ＠yahoo.co.jp 

ご注文日  年 月 日 

価格はすべて税抜きです。 

FAX 054‐296‐6433 ＴＥＬ 054‐296‐1116 



 

 

 

✝ 主の平和 

 

「ラルシュ・かなの家」に出会わせていただいたこと、神様に感謝してします。 

「かなの家」との出会いは、瀬戸市の雪の聖母幼稚園の土曜学校のお手伝いをしている時でした。

石鹸づくりを通して仲間の方々が自立心を持って、明るく，生き生きと生活しておられる姿に共感

し、私も共に生きたいと願い、勝手に石鹸を売る人になろうと決心し、安心、安全だとかなのせっけ

んを使ってくださる人たちに支えられながら、30年たちました。 

私も老いを感じる年齢になりましたが、細々ながらまだ続けさせて頂いております。身体の続くか

ぎり、かなの家のせっけんを使っていこうと思っています。これからもよろしくお願いいたします。 

祈りと感謝のうちに 

水野寿美代 

                                

 

 かなの家が石鹸の製造販売を始めてから約 30年。 愛知県瀬戸市にお住いの水野寿美代さんは、その

始めから私たちの活動に賛同して下さり、石鹸を販売しながら私たちの願いを伝えてくださいました。      

今回、編集者はお写真やプロフィール等もお願いしたのですが、遠慮されました。その代わりに以下の

ような話をしてくださいました。 

 

寿美代さんには一つの思いがありました。お亡くなりになったご主人は

二歳の時にご生母様を亡くさられ、殆ど思い出がなく、寿美代さんとの四

十二年の歳月の中で、二,三度だけ生母に会いたいとつぶやいたことがあっ

たそうです。 お亡くなりになってから毎日のお祈りの中で、「お母さん

に会えましたか」と寿美代さんは呼び掛けていたそうです。 

 

 1週間後のこと。お母さんに会えたという返事が聞こえたようでした。

するとその日に、かなの家からお悔やみの荷が届きました。荷の中には簡

素な素焼きの聖母子像がありました。日本のラルシュリトリートでいつも

置かれている、御子イエズスを差し出す聖母マリア様の像でした。    

驚きながらも、確かにご主人がご生母様に出会えたことを確信したと言

われました。今も素焼きの聖母子像はご自宅の祭壇のご遺影の前に、置かれているとの事でした。 

 

 

私たちのせっけんは、 

知的障がいのある人が中心となって、 

商品を製作しています。 



 

 

  

家庭のアシスタントは休みの日を除き、原則グループホームで朝食も夕食も仲間と共に食事をしま

す。夕食は午後６時半から７時半まで１時間ほど長い時間をとり、食事と会話を楽しみます。 

 私がかなの家に来たとき、食事の時間が非常に長い、と感じました。おそらく多くのアシスタント

がそう感じた経験があると思います。秋田市の小学校に通っていた頃の私は、クラスで１、２を争う

ほどの早食いで、今でもそこそこ早食いです。そのためかなの家の長い食事時間には来た当初戸惑い

を感じましたし、今でも食事時間中に「まだ終わらないかなあ」と感じることはあります。 

 

 

しかし、それでも食事の時間は大切です。

ある日の夕食の時に、私が少し早めに「皆

も食べ終わったし、そろそろ食事を終わり

にしようか」と言った時、なかまの政一さ

んから「もっとゆっくり話そうよ」としか

めっ面で言われてしまったことがあります。

食事の時間はハンディを持ったなかまとア

シスタントが共に食べ話し合う時間であり、

ラルシュの生活の核となるものなのかもし

れません。ラルシュの創立者ジャン・バニエは食事について「分かち合いと喜びのうちで、互いに養

い、出会うために同じテーブルの周りに皆が集う小さな祝祭である」「さらに別な大切なことを、ある

いは霊的なことをするからと言って、食事を素早く片付けるようなことをしてはならない」（『コミュ

ニティー ゆるしと祝祭の場』）と書いています。 

 

食事の時に印象的だった出来事がありま 

す。ある日の夕食、なかまの幸子さんが穂純さ

んの湯飲みにお茶をついでいました。熱湯を入れ

たばかりなのでお茶は熱く、幸子さんは別のコッ

プに水をつぎ、その水を穂純さんの茶を冷ますた

めに湯飲みに加えました。こういった小さな思い

やりこそが私たちの生を豊かにしていくのかも

しれないなあ、と感じました。 

 

もちろん、食事の時に小さな思いやりを実践してくれるのは幸子さんだけではありません。実さん

は他の仲間の食パンを焼いてくれます。勝実さんは朝食後の皿洗いをしてくれます。また、夕食はグ

ループホームのアシスタントが交代交代でつくりますが、アシスタントが食事をつくる際に手伝って

くれたりご飯を炊いてくれたりするなかまがいます。食事を通して受け取ることができるなかまたち

の思いやりを感じながら、毎日の食事の時間を楽しみたいです。 

 

 

（平石・ひらいし） 

すまいのくらし ⓶ ― もっとゆっくり食べようよ ― 
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こんにちは。佐々木あとみです。 

本日、お願いいたしました日時に、無事荷物が届きました。(にこにこ) 

 注文したもの以外にも、「おまけ」を、こんなにも沢山入れていただきありがとうございました。 

(ぺこり) 

 

 この度は、私のハンディキャップをそのまま受けとめて必要を理解し、 

お手数がかかるにもかかわらず、とても気持ちよく対応してくださり、うれしいかぎりです。 

 届いた荷物を開け、クッションになっている新聞をたたみながら、 

「荷物一つを包むにも、こんなにも心のこもるものなのか」と感動いたしました。 

 

 やっぱり、「カナの家」なのですね。 

イエス様と共にいて、その言葉を聴き、その言葉のとおり水をくんだ人々だけが、 

「葡萄酒」に変わったことを知っていた。 

 

 カナのせっけんは数年来、愛用させていただいていますが、 

直接注文させていただいたのは今年が初めてです。 

カナの仲間たちは、このような神様の祝福の内に生きておられるのですね。(にこにこ) 

 

 私は少しばかりのお祈りと、せっけんを友達にわたしたりしながら、 

ちょっとでもカナを知っていただくようにと思っているのですが・・・。 

そのようにして私も友人達も、やさしい やわらかな祝福に入れていただいていくのですね。 

ありがとうございます。 

感謝と祈りのうちに。 佐々木あとみ 

 
はっそう所から 

 

佐々木様は 5月半ばに石鹸などを注文してくださいました。視覚に障がいのある事、その為に振込用紙

への記入など手書きの必要な所は、こちらで書いて欲しいとの事でした。当然のお申し出なので、ご指示

の通りにさせて頂きました。その後、上のお手紙のように大変明快な文章をご自分でメールして下さいま

したが、不断の努力の賜物なのでしょう。私達はそれぞれの障がいを持つ方々の必要をより一層理解し、

お気軽に声を掛けて頂けるようにしなければならないと、教えていただきました。 
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